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【添付資料１】施設整備予定地及び取水ポンプ位置

河川表流水取水ポンプ

整備予定地
既設放流桝
(処理水のみ)

河川表流水・雨水
放流先



【添付資料２】測量結果（用地平面図）



【添付資料３】搬入し尿及び浄化槽汚泥の性状データ（参考）

（１）搬入し尿

pH BOD COD SS T-N T-P Cl-

（－） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L）

2025/8/5 8.0 3,000 1,300 1,300 960 94 700

2025/8/19 7.8 3,000 1,200 1,200 980 83 660

2025/8/26 7.8 2,700 1,300 2,100 630 72 470

2025/9/2 7.8 3,800 1,500 800 1,100 96 990

2025/9/9 7.7 3,900 1,500 1,600 1,000 110 760

2025/9/17 8.0 3,200 1,400 1,000 1,100 99 840

2025/9/24 7.7 5,100 2,400 4,100 1,400 180 940

2025/9/30 8.0 1,900 740 700 650 63 530

2025/10/7 7.8 3,200 1,400 810 960 98 770

2025/10/15 7.8 3,200 1,300 1,600 910 98 680

※鴨川市衛生センター破砕機より採取

（２）搬入し尿（バキューム車タンク等洗浄水の受入槽流入影響を考慮）

pH BOD COD SS T-N T-P Cl-

（－） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L）

2025/8/5 3,700 1,600 1,600 1,200 120 860

2025/8/19 3,600 1,400 1,400 1,200 100 780

2025/8/26 3,200 1,600 2,500 750 86 560

2025/9/2 4,500 1,800 940 1,300 110 1,200

2025/9/9 4,700 1,800 1,900 1,200 130 910

2025/9/17 3,600 1,600 1,100 1,200 110 950

2025/9/24 5,800 2,700 4,700 1,600 200 1,100

2025/9/30 2,200 870 820 760 74 620

2025/10/7 3,800 1,700 1,000 1,100 120 920

2025/10/15 3,900 1,600 2,000 1,100 120 840

※（１）の搬入し尿より20％程度の洗浄水を考慮

採取日

採取日

 鴨川市衛生センターでは、受入室において時折、バキューム車タンク等の洗浄が行われてい

る。搬入量に対して20％程度の洗浄水が含まれていることから、（１）に示した性状は実際の

搬入物の性状よりも薄くなっていることが想定される。そのため、以下に示す洗浄水の受入槽

流入影響を考慮した性状データを統計処理し、搬入し尿性状を設定した。



【添付資料３】搬入し尿及び浄化槽汚泥の性状データ（参考）

（３）搬入浄化槽汚泥

pH BOD COD SS T-N T-P Cl-

（－） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L）

2025/8/5 7.1 2,100 5,500 11,000 700 100 61

2025/8/19 7.4 1,400 8,500 19,000 1,400 290 1,200

2025/8/26 7.1 2,000 4,400 10,000 660 82 100

2025/9/2 6.9 1,300 2,400 5,400 260 66 95

2025/9/9 7.4 1,300 5,200 12,000 730 220 100

2025/9/17 7.2 680 2,200 4,800 270 40 51

2025/9/24 7.2 890 1,500 2,800 240 45 70

2025/9/30 7.1 1,100 6,500 15,000 1,000 190 77

2025/10/7 7.4 630 5,500 16,000 560 320 59

2025/10/15 7.0 650 740 1,800 150 29 78

※鴨川市衛生センター破砕機より採取

（４）搬入浄化槽汚泥（バキューム車タンク等洗浄水の受入槽流入影響を考慮）

pH BOD COD SS T-N T-P Cl-

（－） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L）

2025/8/5 2,600 6,800 14,000 860 120 75

2025/8/19 1,700 10,000 23,000 1,700 340 1,400

2025/8/26 2,400 5,300 12,000 790 100 120

2025/9/2 1,500 2,800 6,300 300 77 110

2025/9/9 1,600 6,200 14,000 870 260 120

2025/9/17 770 2,500 5,400 310 45 58

2025/9/24 1,000 1,700 3,200 270 51 79

2025/9/30 1,300 7,600 18,000 1,200 220 90

2025/10/7 750 6,600 19,000 670 380 70

2025/10/15 800 910 2,200 180 36 96

※（３）の搬入浄化槽汚泥より20％程度の洗浄水を考慮

採取日

 鴨川市衛生センターでは、受入室において時折、バキューム車タンク等の洗浄が行われてい

る。搬入量に対して20％程度の洗浄水が含まれていることから、（３）に示した性状は実際の

搬入物の性状よりも薄くなっていることが想定される。そのため、以下に示す洗浄水の受入槽

流入影響を考慮した性状データを統計処理し、搬入浄化槽汚泥性状を設定した。

採取日



【添付資料４】金山川河川表流水水質データ（参考）

気温 水温 pH BOD COD SS T-N T-P Cl-

（℃） （℃） （－） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L） （mg/L）

2025/10/20 11:00 21.5 19.0 7.1 2.2 16 46 3.2 0.3 23

2025/10/27 8:45 23.5 17.5 7.6 0.9 7.6 14 1.4 0.18 60

※鴨川市衛生センター河川表流水沈砂槽で採取

採取日 時間



【添付資料５】➀土質柱状図（調査地点）
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【添付資料５】②土質柱状断面図（仮）（No.1）

※今後、土質区分等変更する可能性がある。



ボーリング柱状図（仮）

調 査 名 令 和 7 年 度 鴨 川 市 衛 生 セ ン タ ー 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 千 葉 県 鴨 川 市 大 里 5 5 8 - 1 北 緯 3 5 ° 6 ’ 3 4 . 6 7 ”

東 経 1 4 0 ° 4’ 4 9 . 5 5 ”発 注 機 関 千 葉 県 鴨 川 市 調査期間 令和 7年 10月 16日 ～ 7年 10月 29日

調 査 業 者 名
国 際 航 業 株 式 会 社
電話 ( 0 4 2 - 3 0 7 - 7 4 4 1 )

主任技師 守 家 圭 吾
現 場
代 理 人

守 家 圭 吾
コ ア
鑑 定 者

守 家 圭 吾
ボｰリング
責 任 者

高 久 正 輝

孔 口 標 高 T.P.
8.76m

角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン ヤ ン マ ー T F 9 0 M ポ ン プ 丸 山 M S 3 3 7  E A - M総 掘 進 長  30.31m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

標

高

(m)

  8.26

  6.16

  4.31

  3.76

  1.31

-0.94

-6.14

-8.84

-12.14

-12.84

-14.14

-16.04

-17.34

-17.74

-18.89

-20.59

-21.55

層

厚

(m)

  0.50

  2.10

  1.85

  0.55

  2.45

  2.25

  5.20

  2.70

  3.30

  0.70

  1.30

  1.90

  1.30

  0.40

  1.15

  1.70

  0.96

深

度

(m)

0.50

2.60

4.45

5.00

7.45

9.70

14.90

17.60

20.90

21.60

22.90

24.80

26.10

26.50

27.65

29.35

30.31

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ2～15mmの角礫～亜角礫を主体と
する。粘土分が多く混入する。
含水少ない。

埋土（
粘土質
砂礫）

黒

灰

礫，砂，粘土の混合土であり不均質
である。含水少ない。
φ2～20mmの礫を混入する。
0.50m～0.70m間は粘性土優勢。旧耕
作土と考えられる。

礫混じ
りシル
ト質細
砂

暗

褐

粒径不均一。含水少ない。
φ5mm位の礫を多く混入する。最大1
5mmの礫を混入する。
下方に向かって次第に砂礫状にな
る。

礫混じ
り粗砂

暗

褐

φ2～20mmの礫を主体とする。少量
の粘土分を混入する。
マトリックスは中砂～粗砂。礫率6
0%くらい。
最大φ50mmの礫を混入する。含水は
4.70m以深やや多い。

砂

礫

暗

褐

含水中くらい。粘性強い。
粒子均質。色調不均質。腐植物をわ
ずかに混入する。

シルト
暗緑
灰

細砂を多く混入するシルト。不均
質。
7.60～7.80m間，細砂を挟む。
腐植物を少量混入する。含水中くら
い。粘性中くらい～強い。
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含水中くらい。粘性中くらい～強
い。
腐植物を少量混入する。色調不均
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10m付近，微細な化石を混入する。
所々砂分の多いところがある。
12.70～13.00m間，やや砂分多い。
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い。
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灰

φ2～20mmの礫を主体とする。最大
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礫率60%くらい。礫種は砂岩，泥岩，
蛇紋岩を主体とする。
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る。

礫混じ
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暗緑
灰

φ2～20mmの礫を主体とする。最大
φ40mmの礫を混入する。
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礫率70%くらい。礫の多い所と少な
い所がある。
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含水中くらい。砂粒子不均一。粘土
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含水中くらい。粘性中くらい。
少量の粗砂を混入する。腐植物を混
入する。
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暗緑
灰

上部20cmほどは礫混じり細砂状。
φ2～20mmの礫を主体とする。最大
φ50mmの礫を混入する。
含水中くらい。礫率70%くらい。
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含水少ない。固結している。短柱状
コア～棒状コアとして採取される。
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る。
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【添付資料５】③土質柱状断面図（仮）（No.2）

※今後、土質区分等変更する可能性がある。
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記

事

含水少ない。φ2～15mmの砕石主体。
粘土分を少量混入する。

埋土（
粘土質
砂礫）

黒

灰

含水少ない。粘土分多い。粒径不均
一。
φ2～15mmの礫を少量混入する。
2.70～2.90m間礫混じり粗砂。

礫混じ
り粘土
質砂

茶

褐

φ2～15mmの礫を主体とする。最大
φ50mmの礫を混入する。
マトリックスは中砂～粗砂。礫率6
0%程度。
4.70m以深，含水多い。

砂

礫

茶

褐

色調不均質。粒子均質。含水中くら
い。粘性強い。
腐植物を少量混入する。

シ

ル

ト

暗緑
灰～
黒灰

含水中くらい。粘性中くらい～強
い。
粒径不均一。全体に微細砂を混入す
る。
所々数cmの層厚で細砂を挟む。
全体に腐植物点在する。

砂

質

シ

ル

ト

暗

緑

灰～

黒

灰

含水中くらい。粘性中くらい～強
い。
12.65～12.85m間，微細砂を挟む。
14.80～15.15m間，微細砂を挟む。
所々腐植物を混入する。

シ

ル

ト

暗

緑

灰

5～10cmほどの層で細砂とシルトが
互層する。含水中くらい。
細砂～中砂主体。

細砂
暗緑
灰

含水中くらい。粒径不均一。
細砂～中砂主体。全体にφ2～20mm
の礫を少量混入する。

礫混じ
り中砂

暗緑
灰

φ2～25mmの礫を主体とする。最大
φ40mmの礫を混入する。
マトリックスは中砂～粗砂。
18.60m以深，泥水が少量逸水する。

砂

礫

暗

緑

灰

中砂～粗砂主体。φ20mmくらいの礫
点在する。含水中くらい。

礫混じ
り粗砂

暗緑
灰

φ2～20mmの礫を主体とする。砂礫
暗緑
灰

含水中くらい。粒径不均一。
中砂～粗砂主体。細礫を多く混入す
る。

礫混じ
り粗砂

暗緑
灰

φ2～30mmの礫主体。含水中くらい。
マトリックスは中砂～粗砂。

砂礫
暗緑
灰

含水やや少ない。粘性弱い。均質。
腐植物が点在する。

シルト
暗緑
灰

中砂～粗砂を主体とする。粘土分が
多い。
細礫を混入する。含水中くらい。

礫混じ
り粘土
質砂

暗緑
灰

φ2～20mmの礫主体。マトリックス
は中砂～粗砂。

砂礫
暗緑
灰

均質な細砂。含水中位。細砂
暗緑
灰

φ2～30mmの砂礫を主体とする。含
水中位。27.80m付近5cmほど細砂を
挟む。

砂礫
暗緑
灰

φ2～50mmの礫を主体とし，最大φ1
00mmの礫を混入する。
マトリックスは細砂～中砂。礫率8
5％くらい。

玉石混
じり砂
礫

暗緑
灰

均質な泥岩。含水は少ない。泥岩 暗灰
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【添付資料５】④土質柱状断面図（仮）（No.3）

※今後、土質区分等変更する可能性がある。


